
大学共同利用機関法人人間文化研究機構国立国語研究所・研究系・准教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

６２６１８

基盤研究(C)（一般）

2024～2020

言語レパートリーの構造と形成に関する研究

Research on the structure and formation of linguistic repertoires

４０３１１１４６研究者番号：

福永　由佳（FUKUNAGA, Yuka）

研究期間：

２０Ｋ００６２３

年 月 日現在  ７   ６ １３

円     3,300,000

研究成果の概要（和文）：web調査の結果から、日本人は日常的に外国語と接触し、受動的バイリンガル状態あ
ると推察される。しかし、言語使用に直結するわけではなく、言語意識等の要因が関連する。外国人調査は回収
や回収率の課題があるが，web調査は短期間で確実に回収することができた。その一方で、外国人モニターの課
題もある。外国人の言語使用状況と言語問題については、出身や属性により違いがあり、さらに詳細な分析、追
加調査が求められる。

研究成果の概要（英文）：Based on the results of the web survey, it can be inferred that Japanese 
people are passively bilingual due to their daily contact with foreign languages. However, this is 
not directly related to language use, but to language awareness and other factors. While there are 
issues related to the collection and response rate of the foreigner survey, the web-based survey was
 able to collect the data in a short period of time without fail. On the other hand, there are 
issues for foreign monitors. There are differences in language use and language problems among 
foreigners depending on their origin and attributes, and more detailed analysis and additional 
research is required.

研究分野：社会言語学、日本語教育学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
外国人人口の急増により、国内の多言語状況への注目は高いが、基礎的な言語使用に関わる統計がないため、多
言語化状況について論じることは困難である。本研究課題では、①日本語と外国語の二項対立ではなく変種を含
め連続的に捉える、②日本人も多言語状況にあると捉えることにより、日本人・外国人の言語変種の使用・接触
状況を総合的に調査することを試みた。また、web調査を学術調査として利用し、一定の有効性が得られた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

80 年代末の外国人人口の急増と、それに伴う日本語以外の外国語話者の増加により、日本国

内の多言語状況への関心は急激に高まっており、政府は多言語対応に代表されるような「トッ

プダウンの多言語化」を推進している。 

「多言語化」「多言語状況」をテーマとする研究については、1980 年代に「多言語主義」「マ

ルチリンガリズム」という用語が紹介されて以来、関連する学術書が数多く出版されている。

その一方で、国勢調査や大規模な言語調査により、国内の多言語状況を研究するうえで不可欠

な基礎的な統計データが整備されている諸外国に比べ、日本では基礎的な統計データが不在な

ため、多言語化状況について論じることが困難な状況にある。そのため、多言語状況に関する

研究には、①外国人の言語使用を対象とする、②外国人のうち、人口規模が大きい中国・朝鮮

韓国人や日系ブラジル人などの集団を対象とする、③日本語学習者という観点から多言語状況

を理解しようとする、といった傾向がみられる。 

 

２．研究の目的 

本研究は、日本に暮らす人々（日本人、外国人）の日常生活における多言語状況の把握に資する

ため、個人ごとに異なる言語生活を重視した「言語レパートリー」(日常生活において使用・接

触によって形成される言語的資源の総体) の構造と形成を明らかにすることを目的とする。 

 

３．研究の方法 

本研究では次の 2点を重視し、調査を設計した。 

・日本語と外国語の二項対立ではなく変種を含めて連続的にとらえる 

従来の外国人対象の言語調査の多くは、日本語と外国語(母語)の二項対立の枠組みで行われて

いる。しかし実際の言語生活では外国人も居住地の方言を使用し、日本語も外国語も標準変種以

外の使用がみられる。 

・日本人も「標準語と方言」という多言語状況にある 

多言語使用者は外国人だけではない。ほとんどの日本人は標準語と方言を使い分けており、言語

レパートリーは、外国人特有の問題ではなく、日本人にも適用可能である。日本の方言研究には、

日本人の方言使用に関する研究の蓄積（方言接触、方言アイデンティティ）がある。 

・日本人・外国人の言語変種の使用・接触状況を総合的に調査する  

言語レパートリーにおける各々の言語変種は、場面・相手・状況によって選択されるだけでなく、

量的(使用時間等)、質的(運用・理解の程度等)使用程度も異なる。さらに直接的な「使用」に至

らない、看板・ポスターや、アナウンス・周囲の会話などの間接的な「接触」も存在する。受動

的な言語接触は、多言語社会の受容に大きく影響していると考えられ、街中の言語を分析する、

言語景観研究の手法を活用する。 

 

以上のように、本研究では、{外国人・日本人}×{外国語・日本語}×{標準変種・方言変種}×{使

用・接触}という網羅的視点と、それぞれの要素が二項対立ではない連続的視点を重視し、個人

(外国人・日本人)の言語レパートリーと、社会の言語レパートリー（言語景観調査）の 2種の言

語レパートリー調査を計画した。 

 



４．研究成果 

COVID-19 の国内感染が急拡大したことにより、緊急事態宣言等が発令され、研究期間におい

ては、対面による研究活動やフィールドに赴いて行う研究活動が著しく制限されることとなっ

た。対面調査は調査協力者および研究者両者の健康に危害を及ぼす可能性が否定できない以上、

対面調査の実施は不可能と判断し、本研究では社会の言語レパートリー調査（言語景観調査）を

断念し、個人の言語レパートリー個人（外国人・日本人）の言語レパートリー調査をオンライン

（web 調査）により実施することとした。そのため、研究成果については、個人の言語レパート

リーに関する web 調査について報告する。 

個人の言語レパートリー調査として、本研究では大きく 2種の web 調査（①大学生対象の web

調査、②国語研究所の共同研究プロジェクトと連携し実施した日本人及び外国人対象の web 調

査）を実施した。①の大学生対象の web 調査では、日常生活における言語接触状況と言語使用状

況について、生活に関わる五つの場面（エンタメ場面、乗り物場面、買い物場面、飲食店場面、

バイト場面）を設定し、それぞれの場面で自身が見聞きする言語や方言について選択肢式で回答

を求めた。また、ある言語の音声を聞いて答える質問・文字を見て答える質問によって他言語に

対する聴覚的・視覚的な認知度を探った。言語使用状況に関しては、日常生活で使用する言語・

方言について選択肢式で、また言語混用の経験について自由記述式で回答を求めた。調査は 2021

年 1 月に行い、首都圏または関西の大学に通う大学生約 300 名（留学生を含む）から回答を得

た。言語接触状況調査の結果からは、多くの大学生が母語（母方言）以外の言語と接触する場を

日常的に持っていること、接触する言語・言語変種の種類や数が場面ごとに異なることが窺えた。

言語使用状況調査の結果から、各場面で接触している言語・言語変種を資源とし、自らのレパー

トリーとして活用しつつあることが、一般学生の回答からも見て取れた。こうした結果は、いわ

ゆる「日本語モノリンガル」とみなされがちな人々の中にも日常的な多言語環境が存在し、ひい

ては多言語話者となる可能性を潜在的にもっていることを示唆するものである。 

上述の①大学生対象の web 調査結果を踏まえ、②日本人及び外国人対象の web 調査を 2021 年

度に実施した。本調査では、調査対象を日本人 2403 人（首都圏と関西圏）と外国人（中国国籍

152 人、韓国国籍 152 人、フィリピン国籍 100 人、ネパール国籍 50 人）とし、調査票は 4 種類

の大問（Q1 場面別言語使用、Q2 言語問題＜日常生活のコミュニケーションにおける苦労や工夫

＞、Q3 ダイアリー調査＜平日休日を時間帯に分け、誰と何をしながら何語で話したか＞、Q4 言

語意識＜相手による言語の使い分け、母語、使用できる言語等＞）から構成した。本調査の実施

時期は新型コロナ感染症が拡大しつつあり、対面による調査が困難であった。そのため、調査会

社を利用した web 調査という実験的な調査を試みた。日本学術会議（2020）は、WEB 調査が①間

接接触であること、②回答の提出が手軽であるというモード上の特性から、回答にあたって郵送

法よりも心理的な抵抗が少ない等の長所を指摘し、学術的活用を提言している。さらに、一般的

に外国人を対象とした調査は通常回収に時間がかかり、回収率も低いことが課題として指摘さ

れるが、web 調査では調査会社の外国人モニターに回答してもらうことで、短期間で確実に回収

することが可能となる。実際、本調査では、日本人及び外国人の合計 2857 人の回答を約 1週間

という短期間で得た。 

Q3 ダイアリー調査の回答からは、ネパール人とフィリピン人は母国語（ネパール語、フィリ

ピン語）だけでなく英語の使用が多い一方で、中国人と韓国人は日本語の使用が多いことが明ら

かになった。特に韓国人の日本語使用率は 89％と非常に高いが、これは韓国籍の日本出身者が

多いことが原因と考えられる。中国人は英語使用が少ない反面、中国語の方言の使用者が多い。

これは中国人の特徴というよりは、今回の調査において、中国人の回答者が他に比べて多様だっ



たことが考えられる。 

相手別使用言語については、ネパール人は、母国語は親族や家庭相手で 80%以上と高いが、他

の相手では日本語が多い。フィリピン人も親族、家庭でフィリピン語が多いが、同時に英語も多

い。これは英語を母語と回答する人が 40%いることが関係していると思われる。家庭ではフィリ

ピン語、英語が 50%前後と近い割合になっている。中国人は親族には中国語使用が多いが、家庭

では日本語使用率が 70%前後と高くなる。日本の居住歴が長い人や、配偶者が日本人である場合

などは、家庭での日本語使用が多いと思われる。このような結果から、日常でも日本語の使用率

が高いことが窺える。さらに韓国人は中国人よりも日本語使用が多く、親族であっても韓国語使

用率は 30%前後と低い。本調査の韓国人回答者には韓国籍の日本出身者が多いことが窺える。ま

た、日本人においては、首都圏ではほぼ標準語のみの状態であるに対し、関西圏では方言の使用

が高くなっている。関西圏の親族場面において方言が標準語を上回る傾向は、外国人における母

国語と同様の傾向である。 

②日本人及び外国人対象の web 調査は個人の言語レパートリーの実態把握を目的としていた

が、調査結果からは調査が「日本人」「外国人」を均質的な集団とする前提に立って設計されて

いたことが明らかになり、「日本人」「外国人」という調査の前提としたラベルのなかに、想定外

の多様性があることが示唆された。出身別に言語使用に関する傾向は違いがあるものの、同じ出

身の内にも違いがみられるため、さらに詳細な分析、追加調査が求められる。なお、②日本人及

び外国人対象の web 調査の詳細については、朝日編（2024）において報告している。 
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